











































任され，同年 5月20日に勲四等(旭日小綬章)に叙せられ 5月24日に帰国した。 1892年
ベルリンで大学教授資格を獲得し，マールブルク大学員外教授(1893)，マールブルク大学教










































の謝辞が参考になる O そこには，助力者・協働者として 7人の門下生が挙げられ (Sakatani，
Kiuchi und Ishizuka/ Nakagawa， Kume， Kanai und Matsuzaki)，また 4人の助言者が挙げられ





編 1951:76， 78)。阪谷は，ラートゲンの指導のもと， 1883年から 1884年にかけて，東京大
学図書館所蔵資料に依拠して， 236頁に及ぶ論稿「旧政体における行政組織」をまとめたのだ

























照表)が掲げられている (Rathgen1891: 7-9)。そこに付せられた脚注には， 1887年の終わ
りに大阪府から奈良県が分離されたことと， 1888年の終わりに愛媛県から香川県が分離され

































久米金弥 (1864ワー 1932) は， 1884年東大卒業後，内務省参事兼行政裁判所評定官，内務
省宗教局社寺局長(1897-98)等を歴任し， 1904年には，農商務省特許局長として工業所有権
保護協会(現・発明協会)の創立に参加し，長く副会長を務めた (1917年に阪谷芳郎が会長
に就任している)0 1905年から山林局長， 1907年から 1908年まで農商務次官を勤めた。
金井延(1865-1933)は，一学年上の阪谷芳郎と親しく，寄宿舎では同室だったという(河















以上が7人の門下生たちである。つぎに 4人の助言者について述べる O この 4人の配列は年
齢)iI買ではない。助力の濃度順なのだろうか。
じゅういち

















N akane und Hanabusaととくに undでカップリングされているのは この二人が共同でラート
ゲンに協力したことを窺わせるものである。花房は 1879年から 1881年まで東京外国語学校
(のち廃校)のドイツ語教師であった。 1882年から農商務省に出仕，同年 10月に同省統計課













福地源一郎 (1841-1906)は著名なジャーナリストである O どのようにしてラートゲンと知
り合ったのかは今回確認できなかったが，取引所条例がらみ，あるいは自治政研究会がらみで
あろう O
渋沢栄一 (1840-1931)は，あらためて言うまでもなく明治財界の大御所である O 彼は，
1881年から 1884年まで，東京大学文学部政治学及理財学科で日本財政論を教えていた(渋沢











































































































うち，半分は親藩 (seineVerwandten) と譜代大名 (seineVasallen)であり， [残り〕半分の






騎士階級(家臣団)に由来する O もっとも， ドイツの騎士階級とは異なって，彼らの地位は物
権化されたものではなく，地方知行はわずかであり，大多数の者は，たんに領主の穀倉から時
米 (Reisrente) をえているだけで， しかもこの械の世襲がいつまでも確実であるわけではな
かった。したがって，そこでは臣従とレーエン忠誠との人格的な紐帯だけがよく発達した。こ
うした層は教養ある軍人=官僚層をなし，その「侍層のなかから指導者たちが出現し，この指




































































































の不在という事由を抜かしている (ebd.:435)。これは，福田の記述の不備 (Fukuda1900: 










































( 2 ) 東京大学の「傭外国人教師・講師履歴書Jによると，ラートゲンは 1855年3月1日生まれ
である Q 日本で刊行された古い事典類はおおむねこれに依拠している O ところが，今日では






進・玉野井芳郎・安部隆ーらの記述と マックス・ヴェーパー全集記載の略歴 (MWGI /5 
750) と， r東京大墜百年史j(東京大皐百年史編集委員会編 1986) とを参照して訂正・補充
した。
(3 ) ラートゲンが着任したのは「東京大学文学部」であったが，所属していた「政治学及理財






(4 ) ラートゲンの姉がシュモラーと結婚したのは 1860年代の終わり頃と推定されている。夫婦
仲は非常に円満だ、ったそうである(田村信一 1993:15-16)。






年 1月に没したことがはっきりと記されている(馬場恒吾 1937:353)。どうやら， 日本の
ラートゲン研究者たちはこの伝記を見落としてきたようである Q
(7) 中根重ーと，次に紹介する花房直三郎との在学記録は，上杉伸夫の鴎外論中に出ている
(上杉伸夫 1987:7)0 1874年に両名は同学年で，森林太郎よりも一学年上級にいる O



























論文「徳川時代の藩jの 3頁に依拠したものだとわざわざ注記しているが (MWGI120: 
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